


















































































は，名詞 33.0％ /動詞 59.3％，「七種対照」では，名詞 35.7％ /動詞 50.6％，「基本四千」では，名
詞 52.1％ /動詞 80.1％，となり，表 1に比べて名詞の共通部分の割合は大きく下がるが，動詞の共通
部分の割合は，名詞ほど大きく下がらない。
表 1　各語彙における共通語彙の品詞別割合
共通語彙 基本調査 七種対照 基本四千
品 詞 語数 語数 共通語彙の割合（％） 語数 共通語彙の割合（％） 語数 共通語彙の割合（％）
名 詞 2122 4346 48.8 4010 52.9 2750 77.2
代 名 詞 20 25 80.0 37 54.1 26 76.9
動 詞 632 967 65.4 1132 55.8 715 88.4
形容詞・
形容動詞
171 312 54.8 289 59.2 189 90.5
副 詞 125 255 49.0 282 44.3 143 87.4
連 体 詞 15 24 62.5 25 60.0 18 83.3
接 続 詞 24 35 68.6 43 55.8 25 96.0
そ の 他 66 139 47.5 377 17.5 177 37.3
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